
講師：

　運転という作業への支援は、近年身体障害分野で急激に広がり高齢期分野
での実践も増加している。一方、発達障害分野や精神障害分野での実践は未
だ十分でない。この原因の一つとして、発達障害や精神障害分野の作業療法
士が運転について学ぶ機会がないことや、運転支援の経験がある作業療法士
が、発達障害や精神障害を持つ対象者に出会う機会がないこと、彼らの生活
上の障害がどのように運転に影響するのかについて学ぶ機会がないことなど
が挙げられる。この問題を解決する方法として地域に関与する作業療法士が
分野を超えて集い、さまざまな対象者の生活上の問題と運転を含む地域移動
の問題について「共育」する場が必要なのではないかと考えられる。
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